
学習に努め生きがいをもとう

おめでとう 黙20歳”

大人としての責任を

　成人おめでとう
　り月5日、町中央公民館において成人式が
行われました。

　成人式が5日に実施されるようになり、県
外に働きに出ている方も、正月休みに成人式
が受けられるとあって、今年は124人のうち、

105名が出席しました。

　20歳になると、大人としての責任が自分の

意志とは関係なしにのしかかってきます。成
人式を／つの節目として目標に向かって、そ
れぞれの分野で／人前の社会人として活躍し
て欲しいものです。
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“
牧
水
の
里
”
に

健
脚
を
競
う

歩
け
走
ろ
う
大
会
に
細
人

　
一
月
十
五
日
、
牧
水
公
園
（
坪
谷
）

を
会
場
に
県
北
体
力
つ
く
り
歩
け
走
ろ

う
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
日
常
生
活
の
中
で
積

極
的
に
、
健
康
・
体
力
つ
く
り
を
実
践

し
て
い
く
気
運
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
県
教
育
委
員
会
、
東
郷
町
・
教

育
委
員
会
、
町
体
育
協
会
主
催
に
よ
り

県
北
市
町
村
な
ど
か
ら
五
百
五
十
名
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
．
、

　
町
で
は
、
毎
年
】
月
十
五
日
に
成
人

祝
賀
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
今
年
は
若
山
牧
水
生
誕
百
年

に
当
り
、
そ
の
記
念
行
事
を
十
月
二
十

四
日
に
行
う
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、

こ
の
記
念
行
事
の
気
運
を
高
め
る
こ
と

も
合
わ
せ
て
牧
水
公
園
で
行
っ
た
も
の

で
す
。

　
大
会
は
、
九
時
三
十
分
か
ら
の
開
会

行
事
に
引
き
続
き
、
走
ろ
う
の
部
と
歩

こ
う
の
部
の
二
部
門
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

走
ろ
う
の
部
で
は
、
仲
深
・
多
武
の
木

コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
小
学
校
五
年
生
以

上
か
ら
一
般
男
女
三
百
名
が
二
千
メ
ー

＜
手
を
引
か
れ
て
”
歩
こ
う
会
”

ト
ル
か
ら
一
万
メ
ー
ト
ル
の
九
種
目
に

参
加
し
競
技
を
行
い
ま
し
た
。
中
で
も

フ
η
ノ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
は
九
十
五

名
の
親
子
が
参
加
し
、
タ
イ
ム
レ
ー
ス

に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
歩
こ
う
の
部
で
は
、
二
百
五
十
名
が

参
加
し
、
牧
水
の
ふ
る
さ
と
め
ぐ
り
と

銘
打
っ
た
牧
水
公
園
1
多
武
の
木
－
牧

水
生
家
－
赤
松
橋
－
牧
水
公
園
の
十
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
を
約
二
時
間
三

十
分
差
け
て
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
の

競
技
と
な
り
ま
し
た
。

　
競
技
終
了
後
は
、
準
備
さ
れ
た
“
ぜ

ん
ざ
い
”
に
舌
鼓
を
う
ち
疲
れ
を
い
や

し
て
い
ま
し
た
。

＜
立
食
い
も
お
い
し
い

蘇
ゲ

，
諺

市

’

錨一
図
轍

F
＼
寵

昭
和
六
十
年

　
　
　
新
春
懇
談
会

　
昭
和
六
十
年
新
春
懇
談
会
が
、
　
一
月

十
一
日
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　

九
時
三
十
分
か
ら
始
ま
っ
た
懇
談
会

に
は
、
森
林
組
合
長
、
商
工
会
長
・
区

長
・
学
校
長
な
ど
約
五
十
名
が
参
加
し

て
、　

・
働
く
場
と
し
て
の
企
業
誘
致
の
問

　
　
題

　
・
農
林
業
の
振
興

　
・
町
内
企
業
の
振
興
対
策

　
・
教
育
問
題

　
・
社
会
福
祉

　
な
ど
に
つ
い
て
各
界
か
ら
活
発
な
意

見
が
出
さ
れ
、
二
時
間
三
十
分
に
わ
た

り
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
．
．

町報とうこう別

町
県
民
税

国
保
税

の
申
告
が
始
ま
り
ま
す

　
今
年
も
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し

た
．　

み
な
さ
ん
が
納
め
る
町
税
は
、
本
町

唯
一
の
自
主
財
源
で
あ
り
、
行
財
政
に

大
き
く
役
立
っ
て
い
ま
す
．
．

　
町
で
は
、
申
告
の
受
付
を
別
表
の
と

お
り
行
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　
申
告
の
際
は
次
の
こ
と
に
留
意
し
て

正
し
い
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
記

●
　
申
告
は
、
あ
な
た
の
世
帯
の
収
入

　
支
出
等
の
わ
か
る
人
が
し
て
く
だ
さ

●
　
関
係
書
類
（
領
収
証
・
証
明
書
等
V

　
と
印
か
ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
　
配
付
さ
れ
た
「
昭
和
6
0
年
度
町
県

　
民
税
・
国
保
税
申
告
計
算
書
」
は
、

　
事
前
に
必
ず
記
入
し
て
持
参
し
て
く

　
だ
さ
い
。

●
　
会
場
が
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ

　
れ
ま
す
の
で
、
決
め
ら
れ
た
日
時
・

　
場
所
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
　
国
税
を
申
告
さ
れ
る
人
で
、
税
務

　
署
か
ら
指
定
さ
れ
た
人
は
、
そ
の
指

　
定
の
日
時
と
場
所
で
申
告
し
て
く
だ

　
さ
い
。

●
　
問
い
合
わ
せ

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

　
税
務
課
・
課
税
係
（
電
話
2
1
1
1

　
内
線
3
4
＞
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

贈
与
税
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

　
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
二
月
一
日

か
ら
受
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
申
告

と
納
税
の
期
限
は
三
月
十
五
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
お
忘
れ
な
く
。

　
贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
財
産
を
も
ら

っ
た
と
き
に
か
か
る
税
金
で
す
．
、
昨
年

一
年
間
に
も
ら
っ
た
財
産
の
合
計
額
が

六
十
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
贈
与
税

の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
夫
婦
間
で
居
住
用
不
動
産
の

贈
与
が
行
な
わ
れ
た
と
き
や
父
母
な
ど

か
ら
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与
を
受
け
た

場
合
な
ど
で
、
一
定
の
条
件
に
当
て
た

ま
れ
ば
、
贈
与
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

所
得
税
・
贈
与
税
の

　
　
申
告
相
談
に
つ
い
て

　
延
岡
税
務
署
で
は
、
所
得
税
・
贈
与

税
申
告
の
相
談
・
受
付
を
左
記
の
と
お

り
行
い
ま
す
の
で
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

〈
贈
与
税
v

　
●
　
日
時
　
2
月
7
日
～
8
日

　
　
　
　
　
　
午
前
九
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
午
後
四
時

　
●
　
場
所
　
日
向
市
役
所

く
所
得
税
V

　
●
　
日
時
　
2
月
2
1
日
～
2
2
日

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

　
●
　
場
所
　
東
郷
町
役
場

昭和60年度町県民税申告相談日程表別表

区別 該　　当　　組　　合 月日 曜 時　　間 場　　　　所

上村　下村　鳥川 2．18 月 9：30～15：00 福山公民館

福　瀬 ウトギ　日田尾　広瀬
19 火 9：30～12：00 広瀬生活改善センター

仲野原　出口
20 水 9：00～12：00 仲野原公民館

21 木 9：00～16：00 役場講堂
国　税 町　　内　　全　　域

22 金 〃 〃

下渡川 区　　　全　　　域
23 土 10：00～11：00 下渡川公民館

小野田 〃
25 月 9：00～15：00 役場講堂

羽　坂 〃
26 火 〃 羽坂生活改善センター

迫野内 〃
27 水 9：30～15：00 迫野内公民館

鶴野内 〃
28 木 9二〇〇～15：00 鶴野内　〃

仲　深 〃 3．1 金 9：30～15：00 仲　深　〃

田　野 〃
2 土 9二30～12：00 田　野　〃

寺迫　山之口　落鹿　中尾 4 月 9：30～15：00 寺　迫　〃

寺　迫
吉牟田　長崎　庭田

5 火 〃 庭　田　〃

石原　本村　赤井笠　上ノ原 6 水 〃 農協坪谷支所

坪　谷
仲崎多武ノ木一谷原市谷川崎瀬平 7 木 〃 一谷原集会所

児洗　一松露 9：30～11：00 児洗公民館

越　表
中水流　田口八ツ山

8 金
13：30～15：00 越表生活改善センター

八重原 区　　　全　　　域
9 土 9：30～12：00 八重原公民館
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消防始式昭和60年

’　

V

轟ユ

　
昭
和
六
十
年
消
防
露
国
が
、
一
月
七

日
午
前
七
時
四
＋
分
か
ら
町
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
．
、

　
当
日
は
、
町
内
の
各
部
か
ら
四
百
九

十
名
の
団
員
が
出
動
し
、
規
律
動
作
、

機
械
器
具
の
整
備
、
保
管
状
況
の
点
検

を
受
け
た
あ
と
、
各
部
の
ポ
ン
プ
班
員

に
よ
る
発
水
競
技
が
行
わ
れ
、
各
部
と

も
き
び
き
び
し
た
態
度
で
、
日
頃
の
訓

練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
第
一
部
（
小
野
田
）
が
総

合
・
操
練
・
小
型
ボ
ン
．
ア
発
水
競
技
の

全
て
に
優
勝
す
る
と
い
う
膿
腫
に
な
り

ま
し
た
．
．

　
成
績
、
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
．
、

▼
総
合
の
部

引〆

勧

　
肉
　
高
野
幸
俊
匂
　
黒
木
康
夫
萄

　
松
木
勝
美
㈹
　
井
本
幸
男
e
⇒

o
県
消
防
協
会
日
向
支
部
長
表
彰

　
（
団
体
の
部
）
　
第
九
部

　
（
個
人
の
部
）
　
川
越
洋
㈲
　
谷
口

　
洋
一
〇
　
新
名
昭
夫
口
　
新
名
敏
文

　
⇔
　
黒
木
門
口
　
橋
口
畳
⑳
　
寺
原

　
正
㈲
　
河
野
喜
次
因
　
黒
木
喜
長
㈲

　
南
公
明
σ
諮
　
河
野
利
男
㈲
　
黒
田
清

　
一
ω
　
前
川
浩
規
ω

o
町
長
表
彰
　
（
本
部
）
山
田
重
男
　
椎

　
田
幹
男
池
田
正
信
（
第
一
部
）
小

　
田
裕
三
　
本
多
悌
二
　
（
第
二
部
）
谷

　
口
己
代
治
　
川
越
和
夫
　
山
田
数
日

　
（
第
三
部
）
　
佐
藤
芳
満
　
野
田
正
明

　
（
第
四
部
）
日
吉
勝
（
第
五
部
〉
山
口

　
幸
善
　
松
岡
二
美
（
第
六
部
）
佐
藤

　
欣
一
（
第
七
部
）
安
藤
政
広
里
…
木

　
慶
司
（
第
八
部
）
福
谷
集
　
宮
田
幸

　
男
　
黒
木
安
司
（
第
九
部
）
福
畑
己

　
喜
男
（
第
十
部
）
田
原
】
義
（
±

部
）
橋
口
徳
夫

。
団
長
表
彰
　
（
本
部
）
　
海
野
茂
実

　
児
玉
明
　
菊
池
輔
弘
（
第
一
部
）
橋

　
口
靖
行
　
福
良
公
一
（
第
二
部
）
直

　
野
健
一
　
高
木
泰
茂
　
谷
口
繁
幸

　
田
中
要
吉
（
第
三
部
）
黒
木
七
郎

　
黒
木
作
次
郎
　
佐
藤
二
三
夫
（
第
四

　
部
）
甲
斐
元
重
　
僑
口
厚
信
（
第
五

　
部
）
中
川
雄
一
　
矢
野
恒
人
　
矢
野

哲
朗
　
寺
原
徳
美
（
第
六
部
）
日
高

良
範
　
山
元
良
徳
（
第
七
部
）
安
藤

　
孝
生
　
黒
木
富
男
　
橋
口
裕
教
（
第

　
八
部
）
山
本
和
利
　
三
原
正
志
　
宮

　
田
孝
茂
畝
原
辰
雄
（
第
九
部
）
奈

　
須
日
出
男
（
第
十
部
）
川
原
洋
信

　
（
第
士
部
）
黒
木
孝
夫
　
那
須
春
男

。
退
職
団
員

　
（
第
一
部
）
　
高
館
保
　
小
田
裕
三

　
羽
田
和
生
　
成
実
朝
吉
　
都
甲
幸
之

　
海
野
幸
育
（
第
二
部
）
平
野
松
嗣

　
矢
野
博
　
黒
木
金
市
　
岩
本
義
広

　
（
第
三
部
）
黒
木
勝
佐
藤
芳
満
（
第

　
四
部
）
福
原
健
一
　
橋
口
畳
　
赤
木

　
正
昭
（
第
五
部
）
那
須
成
章
　
矢
野

　
末
宏
　
黒
木
正
一
　
竹
本
義
則
（
第

　
七
部
）
黒
木
蔽
憲
　
黒
木
興
吉
（
第

　
八
部
）
山
口
和
行
　
菊
池
健
一
（
第

＋
部
）
谷
口
博
幸

　
優
勝
　
第
一
部
（
小
野
田
）

　
二
位
　
第
十
部
（
田
　
野
）

　
三
位
　
第
八
部
（
鶴
野
内
）

▼
操
練
の
部

　
優
勝
　
第
一
部
（
小
野
田
）

　
二
位
　
第
十
部
（
田
　
野
）

　
三
位
　
第
八
部
（
鶴
野
内
）

▼
小
型
ポ
ン
プ
上
水
競
技
の
部

　
優
勝
　
第
一
部
（
小
野
田
）

　
二
位
　
第
三
部
（
迫
野
内
）

　
三
位
　
第
十
部
（
田
　
野
）

o
県
知
事
表
彰

黒
木
文
雄
ω

○
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
篁
瀬
太
0
　
黒
木
富
義
の

　
太
郎
四
　
那
須
千
秋
㈹

直
野
哲
義
（
副
団
長
）

三
浦
正
教
㈲

　
　
藤
井
柳

　
後
藤
士
豆
三

手に汗の

戦熱大

牧水かるた大会

　
第
十
回
目
を
迎
え
た
牧
水
か
る
た
大

会
が
、
一
月
五
日
町
中
央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
学
校
二
十
五
チ
ー
ム
、
中
学
校
十

五
チ
ー
ム
の
計
四
ト
チ
ー
ム
ニ
百
名
が

参
加
し
、
団
体
戦
と
個
人
戦
が
同
時
に

行
わ
れ
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
．

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
．
、

〔
団
体
戦
〕

○
小
学
校

　
優
勝
　
坪
谷
小
B
チ
ー
ム

　
ニ
位
　
坪
谷
小
A
チ
ー
ム

　
三
位
　
東
郷
小
A
チ
ー
ム

○
中
学
校

　
優
勝
　
東
郷
中
A
チ
ー
ム

　
ニ
位
　
坪
谷
中
B
チ
ー
ム

　
三
位
　
坪
谷
中
A
チ
ー
ム

〔
個
人
戦
〕

○
小
学
校

　
優
勝
　
矢
野
ゆ
か
り
（
東
郷
小
）

　
二
位
　
稲
田
　
恵
　

（
坪
谷
小
）

　
三
位
　
黒
木
孝
志
　
　
（
寺
迫
小
）

○
中
学
校

　
優
勝
　
鶴
田
康
子
　
　
（
東
郷
中
〉

　
二
位
　
寺
原
正
士
　
　
（
　
〃
　
〉

三
位
　
海
野
真
奈
美
（
　
〃
　
）

」
亀

町報とうこう
（5）

お
め
で
と
う
文
部
大
臣
賞

本
県
か
ら
は
初
め
て
の
受
賞

　
第
二
十
五
回
「
安
全
に
関
す
る
図
画
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
（
文
部
省
・

各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
主
催
）
で
福
瀬
小
学
校
六
年
矢
野
晋
也
君
の

作
文
『
国
民
安
全
の
日
を
こ
う
し
て
迎
え
た
一
3
く
』
が
、
本
県
初
の
文

部
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
．
．

　
十
二
月
二
十
日
に
県
教
育
委
員
会
、
東
臼
杵
教
育
事
務
所
長
な
ど
関

係
者
が
来
町
し
伝
達
式
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
全
校
生
徒
を
前
に
作
品
の

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

国
民
安
全
の
日
を

　
こ
う
し
て
迎
え
た
ぼ
く

福
瀬
小
六
年
　
矢
野
晋
也

　
五
月
下
旬
の
学
級
指
導
の
時
間
で
し

た
．
、
先
生
が
「
デ
ハ
ー
ト
に
売
っ
て
い

な
い
も
の
の
名
前
は
、
な
ん
で
し
ょ
う

か
．
．
」　

考
え
た
け
ど
、
だ
れ
も
答
え
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
、
先
生
は
、
ぼ
く
た
ち
が

答
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
は
何
も
ふ

れ
ず
に
、
里
…
板
の
ま
ん
中
に

「
安
全
、
健
康
、
平
和
、
友
情
、
信
頼

な
ど
」
と
書
か
れ
、
そ
し
て
、
全
く
、

ふ
だ
ん
の
調
子
で
「
あ
の
ね
え
、
デ
パ

ー
ト
と
い
、
尺
ど
も
『
安
全
』
と
か
『
健

康
』
な
ど
と
い
う
名
前
の
も
の
は
売
っ

て
い
ま
せ
ん
。
」

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
抽
象
名
詞
の
こ
と
で
す
。
こ
の
前
、

作
文
の
時
に
抽
象
名
詞
、
具
体
名
詞
と

習
っ
た
け
ど
、
あ
の
抽
象
名
詞
の
こ
と

で
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
黒
板
の
左
の
方
に
、
赤

チ
ョ
ー
ク
で
「
安
全
は
、
ど
こ
に
行
っ

て
も
買
え
な
い
も
の
。
安
全
と
は
、
人

か
ら
与
え
ら
れ
な
い
も
の
．
．
安
全
は
、

自
分
自
身
の
気
持
ち
の
中
に
、
実
行
と

い
う
こ
と
の
中
に
あ
る
も
の
」

と
書
か
れ
ま
．
し
た
．
、
ぼ
く
た
ち
は
、
そ

れ
を
、
ゆ
っ
く
り
と
ノ
ー
ト
に
清
書
し

ま
し
た
．

　
そ
し
て
、
六
月
一
日
を
む
か
え
ま
し

た
。
先
生
が
新
聞
紙
ほ
ど
の
大
き
さ
の

画
用
紙
を
く
る
く
る
巻
い
た
も
の
を
持

っ
て
教
室
に
入
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
朝
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
い
ち
ば
ん

に
、
そ
の
く
る
く
る
紙
を
開
き
な
が
ら

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
．
．
「
こ
れ
は
、
何

で
し
ょ
う
。
六
月
か
ら
、
こ
れ
を
続
け

ま
す
。
」

　
そ
の
紙
の
中
央
に
は
、
あ
の
工
事
現

場
な
ど
で
よ
く
見
か
け
る
安
全
マ
ー
ク

の
十
（
白
十
字
）
が
印
さ
つ
さ
れ
て
い

ま
し
た
一
．

　
先
生
は
、

｛
こ
の
白
十
字
は
、
さ
ら
に
細
か
く
、

点
々
線
で
、
三
C
に
区
切
っ
て
あ
り
ま

す
。
毎
日
、
ひ
と
つ
ず
つ
ぬ
り
つ
ぶ
し

て
い
け
ば
、
六
月
は
三
〇
日
だ
か
ら
、

緑
十
字
が
完
成
す
る
と
い
う
わ
け
．
」

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
全
校
生
徒
の
前
で
作
文
を

く
朗
読
す
る
矢
野
晋
也
君

　
　
「
臣
∵

祝
支
安

霧
講
，

　
そ
れ
か
ら
、
先
生
は
、
こ
の
緑
十
字

達
成
の
た
め
の
こ
こ
ろ
え
な
ど
を
い
く

つ
か
話
さ
れ
ま
し
た
．
．

　
六
年
一
組
の
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
は
、

先
生
の
グ
ッ
ド
ア
イ
デ
ィ
ア
に
す
ぐ
乗

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
な
ん
と
な
く
、

み
ん
な
や
る
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
わ
け
・
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ぼ
く
も

そ
の
一
人
で
し
た
。

　
六
月
に
入
’
．
た
ら
、
み
ん
な
の
気
持

ち
の
中
に
当
然
と
い
う
よ
う
に
、
　
「
安

全
」
と
い
う
言
葉
が
植
え
付
け
ら
れ
始

め
ま
し
た
。

　
毎
日
の
帰
り
の
会
で
、
そ
の
日
の
日

直
当
番
の
人
が
「
安
全
点
検
」
を
し
ま

す
．
安
全
な
行
動
が
で
き
て
い
れ
ば
、

先
生
や
み
ん
な
は
拍
手
を
し
て
、
白
十

字
の
一
画
を
緑
色
に
ぬ
っ
て
い
き
ま
し

た
。　

六
月
十
六
日
は
、
た
し
か
、
土
曜
日

で
し
た
。
少
年
野
球
が
終
わ
り
、
自
転

車
に
乗
っ
て
、
友
達
と
話
し
な
が
ら
、

家
に
帰
っ
て
い
ま
し
た
、
、
そ
の
途
中
、

思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
出
来
事
が
起
こ

り
ま
し
た
．

　
ち
ょ
っ
と
し
た
坂
の
カ
；
ブ
を
曲
が

っ
て
下
り
て
行
き
ま
し
た
一
．
今
、
考
え

る
と
、
あ
の
時
の
ぼ
く
の
気
持
ち
の
中

に
は
「
安
全
」
と
い
う
言
葉
は
】
％
も

な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
．
．

　
ス
ギ
木
立
ち
を
見
な
が
ら
、
直
線
道

路
に
入
り
か
け
た
と
た
ん
、
ほ
ん
の
目

前
に
、
幼
児
を
つ
れ
て
歩
い
て
い
た
お

ば
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
あ
っ

と
声
を
上
げ
る
間
も
な
く
、
ハ
ン
ド
ル

を
直
角
に
切
っ
て
い
ま
し
た
．
．
そ
の
時

に
、
自
転
車
も
ろ
と
も
、
倒
れ
、
右
ひ

じ
、
右
か
た
を
強
く
打
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
．
、
自
転
車
は
、
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に

こ
わ
れ
、
ぼ
く
は
、
頭
も
強
く
打
っ
て

い
ま
し
た
。

　
家
に
は
、
帰
り
着
い
た
そ
う
で
す
が

倒
れ
て
か
ら
次
の
朝
ま
で
の
こ
と
は
全

然
、
覚
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
．
、

　
次
の
朝
、
頭
に
、
た
ん
こ
ぶ
が
二
つ

あ
る
の
は
、
な
ぜ
な
の
か
、
母
に
分
か
り

切
っ
た
質
問
を
何
度
も
し
た
こ
と
、
明

日
は
日
曜
日
な
の
に
、
月
曜
日
だ
と
言

い
張
っ
て
時
間
割
を
調
べ
て
は
、
母
を

心
配
さ
せ
た
こ
と
な
ど
を
あ
と
で
聞
か

さ
れ
ま
し
た
．

　
月
曜
日
は
、
日
向
市
内
の
病
院
へ
、

火
曜
日
は
、
延
岡
市
の
県
立
病
院
に
行

っ
た
り
し
て
は
、
脳
波
と
い
う
も
の
を

と
り
ま
し
た
．
一
週
間
は
、
絶
対
安
静

と
い
う
し
ん
断
ま
で
も
ら
い
ま
し
た
．
一

　
入
院
こ
そ
し
な
い
で
よ
か
っ
た
も
の

の
、
ぼ
く
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
、

　
六
月
十
六
日
の
ク
ラ
ス
の
安
全
点
検

は
、
バ
ツ
で
し
た
。
ぼ
く
ひ
と
り
の
た

め
に
、
は
じ
め
て
緑
色
が
ぬ
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
．
．
だ
れ
も
、
口
に
出
し
て
ぼ

く
を
非
難
し
た
人
は
い
な
か
っ
た
け
ど
、

緑
十
字
の
ま
ん
中
あ
た
り
が
一
区
切
り

だ
け
ま
つ
白
で
す
、
ぼ
く
に
は
、
そ
の

一
区
切
り
が
大
き
く
見
え
る
の
で
す
。

　
ひ
と
言
前
の
先
生
の
デ
パ
ー
ト
の
話

が
つ
く
づ
く
よ
く
分
か
り
ま
し
た
．
、
自

分
の
体
験
を
通
し
て
み
て
「
安
全
は
、

人
か
ら
与
え
ら
れ
な
い
も
の
、
安
全
は

自
分
自
身
の
一
1
」
が
ほ
ん
と
う
に
よ

く
分
か
り
ま
し
た
．
．
ぼ
く
に
と
っ
て
貴

重
な
六
月
だ
っ
た
と
も
い
え
ま
す
。

　
そ
し
て
、
七
月
一
日
の
朝
、
先
生
は

ま
つ
先
に
「
き
ょ
う
は
、
国
民
安
全
の

日
で
す
．
一

　
と
言
わ
れ
、
緑
の
チ
ョ
ー
ク
で
板
書

さ
れ
ま
し
た
。

　
ぼ
く
の
耳
に
目
に
し
っ
か
り
入
る
言

葉
で
し
た
、



点

描

（41）

り
ま
す
．
．

（6）

町報とうこう

｝九
十
五
年
前
の

　
　
　
　
村
長
選
挙
H

　
時
は
明
治
二
十
五
年
十
二
月
、
当
時

の
東
郷
村
長
甲
斐
定
一
郎
氏
が
、
山
陰

郵
便
局
長
に
就
任
す
る
た
め
、
村
長
の

退
職
届
を
提
出
し
た
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
か
こ
の
退
職
届
を
め
ぐ
っ
て

大
紛
争
が
起
き
た
の
で
す
．
．
で
は
ど
ん

な
紛
争
と
な
っ
た
か
、
当
時
の
議
事
録

を
記
述
し
て
見
ま
し
ょ
う
．
、

村
長
甲
斐
定
一
郎
山
陰
郵
便
局
長
命
セ
「

ラ
レ
タ
ル
ニ
付
村
長
退
職
申
出
一
処
、

該
件
二
付
上
ル
七
日
小
野
田
小
学
校
二

於
テ
、
本
村
会
開
設
七
条
全
日
午
前
第

瓦
時
御
出
会
相
成
度
候
也

　
東
臼
杵
郡
東
郷
村
長
代
理

　
　
　
　
　
助
役
　
松
崎
千
三
郎

　
明
治
廿
五
年
十
二
月
五
日

　
こ
れ
は
役
場
当
局
よ
り
議
員
各
位
に

一
人
一
人
毛
筆
文
書
で
契
印
が
押
さ
れ

て
山
け
ら
れ
た
議
会
開
設
通
知
書
で
あ

　
明
治
二
十
五
年
十
二
月
七
日

出
席
議
員

藤
井
松
次
郎
殿

高
森
　
為
市
殿

田
中
半
次
郎
殿

新
名
虎
吉
殿

寺
原
十
三
郎
殿

寺
原
治
郎
吉
殿

池
田
　
角
治
殿

川
越
　
利
吉
殿

欠
席
議
員

那
須
　
金
平
殿

三
浦
治
郎
吉
殿

甲
斐
義
平
殿

那
須
長
作
殿

河
野
今
朝
市
殿

山
口
　
倉
吉
殿

寺
原
亀
吉
殿

宇
田
茂
太
郎
殿

小
野
熊
四
郎
殿

議
長
（
助
役
）
松
崎
千
三
郎
村
長
甲
斐

定
一
郎
退
職
屈
ヲ
提
出
シ
テ
議
会
ノ
認

定
二
業
ス

　
　
退
職
届

小
吏
儀
山
陰
郵
便
局
長
拝
命
致
候
二
付

テ
ハ
公
務
ヲ
執
ル
事
得
サ
ル
義
二
付
退

職
致
三
間
此
段
及
御
届
候
也

　
明
治
二
十
五
年
十
二
月
五
日

　
東
臼
杵
郡
東
郷
村
長
　
甲
斐
定
一
郎

東
郷
村
助
役
松
崎
千
三
郎
殿

退
職
ハ
町
村
制
第
八
条
第
四
項
狙
二
依

テ
提
出
サ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
モ
己
二
義

務
職
ニ
ア
リ
官
職
拝
命
ノ
為
メ
ニ
町
村

二
差
支
ヲ
来
ス
理
二
於
テ
不
当
ナ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
キ

兼
職
出
来
サ
ル
モ
ノ
ト
ナ
レ
バ
、
先
ナ

　
　
オ
モ
ン

ル
ヲ
重
ト
シ
、
郵
便
局
長
ヲ
辞
ス
ル
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
テ

至
当
ナ
リ
ト
認
定
ス
。
依
而
本
人
二
対

シ
郵
便
局
長
ヲ
辞
セ
シ
ム
ル
事
二
協
議

シ
、
若
シ
垂
線
サ
ル
時
ハ
郡
参
事
会
二

提
出
シ
テ
裁
量
ヲ
仰
カ
ン
考
ナ
リ
，
、
藤

井
、
高
森
、
池
田
、
吉
田
、
川
越
之
レ

ヲ
賛
成
シ
他
二
議
論
ナ
シ
。
依
而
全
会
．

二
於
テ
可
否
ヲ
、
起
立
二
間
フ
。
先
ノ

十
番
寺
原
ノ
不
二
同
意
起
立
ス
ル
モ
新

名
虎
吉
ヲ
除
キ
拾
五
名
十
番
寺
原
説
二

賛
ス

右
の
議
事
録
の
通
り
退
職
届
は
認
定

さ
れ
な
い
の
で
す
。
十
番
寺
原
十
三
郎

（
元
山
陰
大
庄
屋
）
は
、
公
職
に
あ
る
村

長
を
当
時
の
蓮
信
者
が
無
断
で
郵
便
局

長
に
任
命
し
た
事
は
け
し
か
ら
ん
と
立

腹
し
た
の
で
、
他
の
議
員
も
之
に
賛
成

し
議
案
混
と
ん
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

　
東
郷
町
文
化
協
会
長
　
　
都
甲
鶴
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
十
番
寺
原
十
三
郎
日
ク
甲
斐
村
長

。
ぢ
童
豊
童
童
量
量
童
量
童
章
受
呈
量
彰
量
童
量
母
量
彦
彰
童
量
を
童
量
量
量
量
量
を
童
蓼
義
義
童
章
童
乾
彰
量
童
量
童
薬
量
蓬
蓬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
依
頼
期
間
　
二
年
　
　
　
　
⑫
行
政
相
談
員
法
に
よ
る
行
政
相
談

教
育
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
文
部
省
で
は
、
政
府
の
文
教
施
策
に

つ
い
て
、
広
く
一
般
国
民
か
ら
意
見
、

要
望
等
を
聞
き
、
文
教
行
政
の
参
考
と

す
る
た
め
次
の
と
お
り
教
育
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一、

蜿
W
人
員
、
五
百
人

二
、
応
募
資
格
　
年
齢
二
十
歳
以
上
の

　
　
日
本
国
民
（
次
の
方
は
応
募
で
き

　
　
ま
せ
ん
」

　
⑦
国
会
議
員
及
び
地
方
公
共
団
体
の

　
　
議
会
議
貝

　
④
常
勤
の
国
家
公
務
員
及
び
地
方
公

　
　
務
員
（
た
だ
し
校
長
及
び
教
員
は

　
　
応
募
で
き
ま
す
」

　
　
員

　
㊥
か
つ
て
文
部
省
教
育
モ
ニ
タ
ー
で

　
　
あ
っ
た
者

三
、
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ

　
㊦
八
八
○
　
宮
崎
市
橘
通
東
一
丁
目

　
　
九
番
十
号
　
教
育
庁
総
務
課

　
雪
〇
九
八
五
（
二
四
）
一
一
＝

四
、
申
込
み
締
切
日
　
二
月
二
十
三
日

牧
水
と
坪
谷
G
の

　
お
前
を
こ
ち
ら
に
呼
ぶ
の
も
、
心

か
ら
の
私
の
希
望
で
は
な
い
。
い
ろ

い
ろ
そ
の
間
に
も
心
苦
し
い
こ
と
が

あ
る
．
、
け
れ
ど
も
他
と
比
べ
て
、
そ

れ
が
よ
り
よ
き
処
置
で
あ
る
。
し
か

た
の
な
い
こ
と
で
あ
る
と
信
ず
る
が

故
で
あ
る
。
私
の
心
を
も
酌
ん
で
く

れ
。
平
静
な
心
と
、
滞
り
な
き
健
康

と
を
祈
っ
て
筆
を
お
く
。

　
「
こ
ち
ら
に
い
る
期
間
は
、
母
を

見
送
る
迄
か
、
母
の
心
を
や
わ
ら
げ

て
お
い
て
、
お
と
な
し
く
許
し
を
得

て
出
て
行
く
ま
で
か
、
の
二
つ
だ
．
．
」

　
牧
水
は
郷
里
に
留
ま
る
こ
と
を
決

心
し
て
、
一
度
は
妻
を
呼
び
寄
せ
る

手
紙
ま
で
書
き
ま
し
た
が
、
し
か
し

少
し
落
ち
つ
い
て
み
る
と
、
郷
土
に

留
ま
る
と
い
う
こ
と
に
も
、
大
き
な

問
題
が
あ
り
、
い
か
に
す
べ
き
か
と

毎
日
苦
悶
と
懊
悩
を
送
り
迎
え
ま
し

た
。
こ
う
し
た
生
活
の
中
に
詠
ん
だ

歌
に
破
調
の
歌
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

・
納
戸
の
隅
に
折
か
ら
一
挺
の
大
鎌

　
あ
り
汝
が
意
志
を
ま
ぐ
る
な
と
い

　
ふ
が
如
く
に

・
新
た
に
ま
た
生
る
べ
し
わ
れ
と
わ

　
が
身
に
斯
く
言
ふ
と
き
に
涙
な
が

　
れ
き

。
焚
火
焚
火
焚
火
に
限
る
よ
う
に
な

塩
　
月
　
儀
市

　
つ
た
こ
の
ご
ろ
の
自
分
に
最
も
ふ

さ
は
し
い
焚
火

・
あ
な
か
し
こ
し
静
け
さ
御
魂
に
触

る
る
ご
と
く
父
よ
御
墓
に
け
ふ
も

詣
で
来
ぬ

・
御
墓
に
ま
う
で
て
は
水
さ
し
花
を

さ
す
甲
斐
な
き
わ
ざ
を
わ
が
な
せ

る
か
な

　
十
二
月
十
四
日
、
牧
水
は
美
々
津

に
出
か
け
て
数
日
滞
在
し
て
十
七
日

に
帰
宅
し
ま
し
た
。
そ
の
際
の
作
歌

・
老
人
よ
楽
し
か
ら
ず
や
海
は
青
し

　
や
よ
老
人
よ
海
は
青
し
青
し

。
岩
の
あ
ひ
だ
を
這
い
で
歩
く
は
だ

　
し
で
笑
ひ
て
浪
と
わ
れ
と

・
水
平
線
が
鋸
の
刃
の
ご
と
く
見
ゆ

　
太
陽
の
真
下
の
浪
の
い
た
ま
し
さ

　
よ

　
牧
水
は
焦
燥
、
憂
轡
、
懊
悩
の
う

ち
に
故
郷
の
家
で
大
正
二
年
の
新
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　
二
日
の
午
後
突
然
大
牟
田
か
ら
歌

会
の
招
待
が
来
ま
し
た
。
牧
水
は
母

の
許
を
得
て
そ
の
日
の
夕
方
坪
谷
を

出
発
し
、
大
牟
田
に
二
十
日
ば
か
り

滞
在
し
、
福
岡
、
島
原
、
鹿
児
島
に

友
を
訪
ね
て
二
月
二
日
に
帰
宅
し
ま

し
た
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

」
艦

町報とうこうσ

目
標
額
を
遙
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
　
　
　
　
同

　
　
　
　
昭
和
五
十
九
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
末
助
け
合
い

　
「
．
や
さ
し
さ
を
隣
人
に
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
昨
年
十
月
【
日
か
ら
十

二
月
末
日
ま
で
全
国
「
斉
に
展
開
さ
れ

ま
し
た
「
．
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
」

は
、
町
民
の
み
な
さ
ま
方
の
あ
た
た
か

い
ご
協
力
に
よ
り
目
標
額
を
上
回
る
実

績
を
修
め
る
こ
と
が
で
き
本
当
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
．
．

　
ま
た
十
二
月
一
日
か
ら
展
開
さ
れ
ま

し
た
「
歳
末
た
す
け
あ
い
」
、
　
「
海
外
た

す
け
あ
い
」
運
動
に
お
き
ま
し
て
も
老

昭和59年度共同募金地域別一覧表

募
金

人
ク
ラ
ブ
会
員
の
一
円
募
金
と
町
民
の

ご
理
解
と
善
意
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し

て
多
大
の
実
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

共
に
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。　

ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
衷
心
よ
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
協
力
の
募
金
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
の
実
績
で
あ
り
ま
し
た
の
で
結

果
を
報
告
し
、
そ
の
配
分
に
つ
き
ま
し

て
も
次
表
の
と
お
り
慰
問
品
な
り
金
品

地　区 募金額額　　：　目標額　　i達成率

寺　迫
　　　　　円　1　　　　　　戸月　　　　％
P38．000　　i　　　138．00σ　　1　1　0　0

福　瀬 170，500 170，500 1100

小野田 149，000 149，000 100

鶴野内 127，000 127，000 100

迫野内 81，000 81，000 100

八．重．原 35，000 35，000 100

田　野 40，000 40，000 100

羽　坂 68，500 68，500 100

仲　深 79，060 77，500 102

坪　谷 137，000 137，000 100

越　表 62，000 62，000 100

下渡川 18，000 18，000 100

街頭及
E　　域

135，477 9，000

計 1，240，537 1，109，000 l12

1／

　
　
　
　
　
　
　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
内
訳

俵　
A
配
分
（
目
標
額
の
2
4
％
）
　
二
四
二
、
○
○
○
円

　
　
　
使
途
…
…
県
共
同
募
金
会
が
県
内
福
祉
施
設
業
に

　
B
配
分
（
目
標
額
の
7
6
％
と
実
績
の
上
積
額
）
　
九
九
八
、
五
三
七
円

　
　
　
使
途
…
…
町
共
同
募
金
会
が
町
内
の
社
会
福
祉
事
業
費
に

を
県
内
の
福
祉
施
設
入
所
者
、
長
期
入

院
者
、
ね
た
き
り
老
人
、
九
＋
歳
以
上
の

方
々
に
年
内
に
社
会
福
祉
協
議
会
役
員

及
び
民
生
委
員
と
が
手
分
け
し
て
こ
慰

問
を
し
、
大
変
喜
こ
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
重
ね
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
共
よ
り
一
層
の
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
共
同
募
金
会
東
郷
分
会

　
　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

▽
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
実
績

　
目
標
額
一
、
一
〇
九
、
○
O
C
円

　
募
金
十
一
、
二
四
〇
、
五
三
七
円

　
達
成
率
　
　
一
一
二
．
パ
ー
セ
ン
ト

　
　
地
域
別
表
（
表
一
）

▽
歳
末
助
け
合
い
、
海
外
助
け
合
い

　
募
金
実
績
　
　
（
表
二
）

俵・
忠T1嬉1こ｝募金一骨細明分配

区　分 募金額

老人クラブ 277，012円

街頭募金 16，271円

民生委員会 21，000円

計 314，283円

ふる・さと愛の募金　70，000円

海外助け合い138，000円

歳末助け合い106，283円

◎この歳末助け合い募金につ
　いては町内から県下福祉施
　設に入所されている方々に
　金2，000円宛見舞金として

　配分しました。

㌧
．
．
．

ン
　
　
．

一、

�
N
の
交
通
事
故

　
現
在
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
日
本
「

の
県
民
運
動
（
S
・
5
9
・
4
・
1
～
S
・
6
0
・

3
・
3
1
＞
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、
東
郷

町
内
に
お
い
て
も
そ
の
着
用
率
は
向
上

し
つ
つ
あ
り
ま
す
．
、
昨
年
一
年
間
の
交

通
事
故
を
数
で
示
し
ま
す
と

は対前年比

で
、
特
に
町
内
で
は
一
昨
年
に
比
較
し

ま
す
と
発
生
で
十
五
件
の
減
、
死
者
は

増
減
な
し
、
傷
者
十
三
名
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
8
2
件
の
物
損
事
故

が
発
生
し
て
お
り
ま
す
が
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
お
か
げ
で
人
身
事

故
が
減
っ
た
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
．
．

　
ま
た
、
【
月
十
二
日
に
は
羽
坂
の
直

線
道
路
で
バ
イ
ク
の
高
校
生
が
乗
用
車

に
正
面
衝
突
さ
れ
重
傷
を
負
う
と
い
う

被
害
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
安
全

速
度
を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
追
越

し
に
は
対
向
車
の
動
き
な
ど
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。
こ
の
事
故
も
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
か
ぶ
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
重
大
事

故
に
な
る
と
こ
ろ
で
し
た
．

二
、
飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

　
二
月
中
は
「
．
飲
酒
運
転
追
放
月
間
」

で
す
．
、
昨
年
は
町
内
で
無
免
許
や
飲
酒

運
転
の
悪
質
違
反
で
検
挙
さ
れ
た
人
は

35

ｼ
で
特
に
若
者
に
よ
る
飲
酒
運
転
が

多
い
よ
う
で
す
．
．
今
月
は
月
間
で
も
あ

り
検
問
取
締
り
を
行
い
ま
す
が
も
う
一

度
家
庭
で
、
職
場
で
安
全
運
転
の
話
し

合
い
を
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
、

三
、
少
年
非
行
の
状
況

　
昨
年
も
青
少
年
の
非
行
防
止
と
健
全

育
成
の
た
め
、
高
校
生
父
母
の
会
、
町

民
会
議
な
ど
関
係
機
関
、
団
体
等
と
諸

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
向
署
管
内

に
お
け
る
少
年
非
行
の
特
微
は
自
転
車

二
等
の
初
発
型
非
行
が
急
増
、
依
然
と

し
て
中
学
生
が
非
行
の
中
核
を
な
し
て

い
ま
す
。
町
内
で
は
校
内
暴
力
、
シ
ン

ナ
ー
乱
用
、
恐
喝
な
ど
世
間
の
耳
目
を

ひ
く
事
案
の
発
生
は
な
か
っ
た
も
の
の

今
ま
で
の
よ
う
に
み
な
さ
ん
の
「
ひ
と

声
」
が
必
要
で
す
。
い
い
こ
と
で
も
悪

い
こ
と
で
も
み
な
さ
ん
の
関
心
が
健
全

育
成
に
も
非
行
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。　

　
　
★
お
わ
び
★

　
町
報
新
年
号
の
新
入
学
予
定
児
童
の

中
で
、
美
々
津
小
学
校
田
の
原
分
校
の

入
学
予
定
児
童
が
も
れ
て
い
ま
し
た
。

　
お
わ
び
し
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

地
区
　
就
学
予
定
者
　
保
護
者
　
続
柄

長
崎
安
藤
瑠
震
長
男
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おしらせ

肇∠
ク

節分2月3日

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
国
鉄
・
電
々

公
社
な
ど
の
仕
事
、
県
や
町
の
仕
事
に

対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
．
、
当
日
以
外
は
自
宅
で
受
付

け
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
遠
慮

な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
当
日
は
宮
崎
行
政
監
察
事
務

所
よ
り
担
当
係
官
が
来
目
し
相
談
に
応

じ
ま
す
。

▽
日
時
　
2
月
1
9
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
　
　
東
郷
町
仲
深

　
　
　
　
行
政
相
談
委
員
　
山
口
俊
一

心
配
ご
と
相
談

　
次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な

ど
ど
ん
な
こ
と
で
も
遠
慮
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
員
（
民
生
委

員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎
週
火
曜

日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅
で
開
設
し

て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。▽

日
時
　
2
月
1
9
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

▽
期
日

▽
場
所

▽
受
付

▽
対
象

▽
内
容

一
般
健
康
相
談

2
月
1
6
日

老
人
福
祉
館

9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

40

ﾎ
以
上
の
成
入
男
女
（
町

内
全
域
）

検
尿
・
血
圧
測
定
・
保
健
指

導
な
ど

母
子
健
康
相
談

▽
期
日

▽
場
所

▽
受
付

▽
対
象

▽
内
容

2
月
1
9
日

老
人
福
祉
館

9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

3
・
6
・
1
2
ヶ
月
児
及
び
妊

産
婦

検
尿
、
身
体
・
血
圧
測
定
、

保
健
指
導
な
ど

三
種
混
合
及
び
二
種
混
合

　
　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
三
種
及
び
二
種
混
ム
ロ
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
．
．

　
、

二
、

三
種
混
合
（
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ

ア
、
破
傷
風
）

満
二
歳
以
上
四
歳
未
満
児
の
未
接

種
者
、
も
し
く
は
未
完
了
者
。

二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷

風
〉満

二
歳
以
上
で
既
に
百
日
咳
に
か

か
っ
た
者
。

　
　
満
四
歳
以
上
六
歳
未
満
児
の
三
種

　
　
二
種
混
合
の
未
接
種
者
、
も
し
く

　
　
は
未
完
了
者
。

三
、
注
意
事
項

　
　
二
種
、
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
も

　
第
一
期
は
三
～
八
週
間
隔
で
三
回
受

　
け
る
。
第
二
期
は
、
第
一
期
完
了
後

　
十
二
～
十
八
ヶ
月
の
間
に
一
回
追
加

　
し
ま
す
。

　
　
三
種
混
合
完
了
者
は
二
種
混
合
接

　
種
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
月
の
納
税
等

固
定
資
産
税
四
期

善
意
の
と
も
し
び

…2月中2月i2月22日i21日．20日 期
日
1

i
I
1
5
1
1
1
4
4
0
．
1
時
　
瞬
分
1

副、諄購圃　　　製剛　　　　　」

1中　1坪

P1圏 寺
崖

　1

ﾌ
i

農
業
委
員
会
委
員

　
　
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、

毎
年
一
月
一
日
現
在
で
調
整
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
次
の
日

程
で
縦
覧
に
供
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
縦
覧
期
間
中
に
異
議
申
立
が
な
か

っ
た
場
合
は
、
三
月
三
十
一
日
に
確
定

さ
れ
ま
す
。

▽
縦
覧
期
間

　
　
二
月
二
十
三
日
～
三
月
九
日

▽
縦
覧
場
所

　
　
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
総
務
課
内
）

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
に
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
鶴
野
内
の
池
内
繁
雄
さ
ん
か
ら

　
（
貞
野
さ
ん
・
9
5
歳
ご
死
去
）

◎
越
表
の
山
元
文
明
さ
ん
か
ら

　
（
良
雄
さ
ん
・
2
6
歳
ご
死
去
）

◎
広
瀬
の
平
瀬
昇
さ
ん
か
ら

　
（
春
治
さ
ん
・
9
0
歳
ご
死
去
）

◎
南
郷
村
の
甲
斐
久
太
郎
さ
ん
か
ら

　
（
覚
治
さ
ん
・
8
7
歳
ご
死
去
）

◎
墨
画
の
関
野
ア
イ
子
さ
ん
か
ら

　
（
勇
さ
ん
・
5
4
歳
ご
死
去
）

一まちのうごき一
人口　6，400人（＋9）

3，083人（＋10）

3，317人（一1）

男
　
女

1，773戸（＋5）世帯

60年1月1日現在

）は対前月比（

ワ
　
　
　
　
D

器
羅

十
二
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

渡谷矢水黒松山黒金 日

揮口野野木原田田丸 ㌻

裕由智美優昌　　成祐 ん
の

子弦秋香子繁賢美幸 名

四晴信夫福美重敏月 父
美 の

市夫平雄三生男彦美 名

寺小小仲福羽迫仲福 住

野野　　　　野
迫田田深瀬坂内深瀬 所

結
婚
お
め
で
と
う

千淳佐幸や孝靖洋友富
枝　代　つ　　一
美三子典子司子郎子男

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

福愛田宮南坪折尺二日
　知　崎郷　　　二
瀬県野市村谷深谷村谷

氏
　
　
名

池
内
貞
野

海
野
サ
カ
エ

山
元
良
雄

平
瀬
春
治

永
岡
亀
吾

中
野
　
　
稔

I　　　　　　l年
i6585902660951

i小小福越福鶴住
1野野　　　　　野
［田田瀬表瀬内i三

」
也


	“牧水の里”に健脚を競う－歩け走ろう大会に５５０人
	昭和六十年新春懇談会
	町県民税・国保税の申告が始まります
	昭和60年消防始式
	手に汗の大熱戦－牧水かるた大会
	おめでとう文部大臣賞－本県からは初めての受賞
	目標額を達成－昭和五十九年度共同・歳末助け合い募金
	三種混合及び二種混合ワクチン接種

